
















































の結果，反復横とび（t (46) = 2.219，p < 0.05），20ｍシャトルラン（t (46) = 2.674，p < 0.05），立ち幅跳び









































差は認められなかった。反復横とび（t (46) = 2.219，p < 
0.05），20ｍシャトルラン（t (46) = 2.674，p < 0.05），立
ち 幅 跳 び（t (46) = 8.277，p < 0.01），合 計 得 点






























































１. 所　属 61.7 63.8




１. ほとんど毎日  6.4  4.3
２. ときどき 40.4 23.4
３. ときたま 21.3 36.2




１. 30分未満 59.6 72.3
２. 30分以上
　　１時間未満  8.5 12.8
３. １時間以上
　　２時間未満 23.4 12.8











































































ｿ反復横とび（p < 0.05），20ｍシャトルラン（p < 0.05），
立ち幅跳び（p < 0.01），合計得点（p < 0.01）について
は，2010年度の平均値が2009年度の平均値より有意に低
値を示した。
ｿ2009年度から2010年度にかけて，運動部所属については，
大きな変化はなかった。運動・スポーツの実施頻度につ
いては，2010年度が2009年度より有意に減少していた
（p < 0.05）。実施時間については，2010年度が2009年度
より有意に減少していた（p < 0.05）。
　以上より，本研究の対象者は，2009年度の体力・運動能
力が2010年度に比べて低下していることが明らかとなっ
た。低下の原因としては，運動・スポーツの実施頻度と時
間が減少しており，体力・運動能力，とくに敏捷性，全身
持久力，筋パワー（瞬発力）が維持・向上される運動・ス
ポーツの実施状況ではなかったと推察された。よって，今
後は，大学で開講されているスポーツ系科目の授業内容の
検討，学生に運動・スポーツ習慣を身につけさせる，講義
などを通じて運動・スポーツの習慣を身につけるための知
識を獲得させるなどの対策が必要であると考えられる。
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